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挨拶をする野垣執行委員長
挨拶をする大川執行委員長

尾﨑新執行委員長による団結ガンバロー

堂屋敷執行委員長による団結ガンバロー

大西執行委員長による団結ガンバロー

亀山新執行委員長による団結ガンバロー

福知山
地方本部

岡山
地方本部

沓掛執行委員長による団結ガンバロー

藤森執行委員長による団結ガンバロー

禅野執行委員長による団結ガンバロー

挨拶をする大内執行委員長

須原新執行委員長による団結ガンバロー

神戸
地方本部

大阪
地方本部

金沢
地方本部

京都
地方本部

米子
地方本部

本社
総支部

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
方
本
部
は
、

8
月
8
日（
金
）神
戸
三
ノ
宮
東
急

R
E
I
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
第
33
回

定
期
神
戸
地
方
本
部
大
会
」を
開

催
し
、代
議
員
、執
行
部
、傍
聴
者
を

含
め
て
約
1
5
0
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
神
戸
地
方
本
部
を
代
表

し
て
大
内
執
行
委
員
長
か
ら
①
安

全
確
立
に
向
け
て
②
25
春
闘
の
成

果
と
26
春
闘
に
向
け
て
③
組
織
に

つい
て
④
業
務
課
題
に
つい
て
⑤
政

策
・
政
治
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は
、

安
全
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
、組

織
の
充
実・強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
、各
種
業
務
課
題
、手
当
の
新
設

や
改
善
に
向
け
た
26
春
闘
、各
種
表

彰
制
度
、新
た
な
賃
金
昇
進
制
度
、

万
博
一
時
金
の
要
求
な
ど
13
名
の

代
議
員
か
ら
46
項
目
に
つい
て
積
極

的
な
発
言
が
あ
り
熱
い
議
論
を
交

わ
し
た
。

　

そ
の
後
、石
原
書
記
長
の
総
括
答

弁
が
あ
り
、役
員
改
正
で
は
新
た
に

須
原
執
行
委
員
長
、橋
本
副
執
行

委
員
長
を
選
出
し
、最
後
に
須
原
執

行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
須
原
和
也（
新
任
）

副
執
行
委
員
長
：
友
田
康
広（
再

任
）・
鳥
住
彰
伸（
再
任
）・
橋
本
茂

（
新
任
）　

書
記
長
：
石
原
正
明（
再
任
）

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
大
阪
地
方
本
部
は
、

8
月
8
日（
金
）ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
大
阪
に
お
い
て
、「
第
34
回
定
期

大
阪
地
方
本
部
大
会
」を
開
催
し
、

代
議
員
、執
行
部
、傍
聴
者
を
含
め

て
約
２
０
０
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
大
阪
地
方
本
部
を
代
表

し
て
禅
野
執
行
委
員
長
か
ら
①
更

な
る
職
場
か
ら
の
安
全
確
立
に
向

け
て
②
総
合
労
働
協
約
改
訂
交

渉
・２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
に
向

け
て
③
業
務
課
題
に
つ
い
て
④
組

織
の
充
実・強
化
に
向
け
て
⑤
政
策・

政
治
課
題
に
つい
て
挨
拶
を
行
った
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つ
い

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は
、

安
全
の
取
り
組
み
、各
種
手
当
の
新

設
や
エ
リ
ア
手
当
の
改
善
に
向
け
た

26
春
闘
、組
織
の
充
実・強
化
、女
性

役
員
の
育
成
、各
種
業
務
課
題
、各

種
制
度
の
改
善
、カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
撲
滅
に
向
け
て
な
ど
25
名

の
代
議
員
か
ら
65
項
目
に
つい
て
積

極
的
な
発
言
が
あ
り
熱
い
議
論
を

交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、川
原
書
記
長
の
総
括

答
弁
が
あ
り
、役
員
改
正
で
は
新

た
に
淵
脇
副
執
行
委
員
長・筆
野

副
執
行
委
員
長
、寺
井
書
記
長
を

選
出
し
、最
後
に
禅
野
執
行
委
員

長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。　 

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
禅
野
康（
再
任
）　

副
執
行
委
員
長
：
内
田
通（
再
任
）

淵
脇
文
明（
新
任
）・
筆
野
恭
忠（
新

任
）　

書
記
長
：
寺
井
竜
司（
新
任
）

　　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
金
沢
地
方
本
部
は
、

8
月
22
日（
金
）Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ・

イ
ン
金
沢
ス
カ
イ
に
お
い
て
、「
第
35

回
定
期
金
沢
地
方
本
部
大
会
」を
開

催
し
、代
議
員
、執
行
部
、傍
聴
者
を

含
め
て
約
1
4
0
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
金
沢
地
方
本
部
を
代
表

し
て
沓
掛
執
行
委
員
長
か
ら
①
能

登
半
島
地
震
に
つい
て
②
安
全
に
つ

い
て
③
金
沢
エ
リ
ア
の
人
事
運
用
に

つい
て
④
労
働
協
約
に
つい
て
⑤
春

闘
に
つ
い
て
⑥
組
織
に
つ
い
て
⑦
政

治・政
策
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は
、

安
全
確
立
、今
後
の
人
事
運
用
、組

織
の
充
実・強
化
、拡
大
、業
務
課

題
へ
の
対
応
、26
春
闘
に
つ
い
て
な

ど
10
名
の
代
議
員
か
ら
積
極
的
な

発
言
が
あ
り
熱
い
議
論
を
交
わ
し

た
。

　

そ
の
後
、前
田
書
記
長
の
総
括
答

弁
が
あ
り
、役
員
改
正
で
は
新
た
に

前
田
副
執
行
委
員
長・久
保
副
執

行
委
員
長
、伊
岐
見
書
記
長
を
選

出
し
、最
後
に
沓
掛
執
行
委
員
長

の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
沓
掛
勇
介（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
岩
城
秀
孝（
再

任
）・
前
田
健
治（
新
任
）・
新
保
恵
子

（
再
任
）　

書
記
長
：
伊
岐
見
祐
矢（
新
任
）

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
京
都
地
方
本
部
は
、

8
月
22
日（
金
）ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

ア
京
都
に
お
い
て
、「
第
34
回
定
期

京
都
地
方
本
部
大
会
」を
開
催
し
、

代
議
員
、執
行
部
、傍
聴
者
含
め
て

約
1
3
0
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
京
都
地
方
本
部
を
代
表

し
て
藤
森
執
行
委
員
長
か
ら
①
安

全
問
題
に
つ
い
て
②
総
合
労
働
協

約
改
訂
交
渉・２
０
２
６
春
季
生
活

闘
争
に
つい
て
③
業
務
課
題
に
つい

て
④
組
織
の
拡
大・充
実
に
つ
い
て

⑤
政
治
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は
安

全
確
立
、大
阪
関
西
万
博
の
成
果
に

対
す
る
一
時
金
の
獲
得
、２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
、業
務
課
題
、政
治

活
動
に
つい
て
な
ど
18
名
の
代
議
員

か
ら
56
項
目
に
つい
て
積
極
的
な
発

言
が
あ
り
熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

　

そ
の
後
、北
村
書
記
長
の
総
括
答

弁
が
あ
り
、役
員
改
正
で
は
新
た
に

大
場
副
執
行
委
員
長・北
村
副
執

行
委
員
長
、岡
本
書
記
長
を
選
出

し
、最
後
に
藤
森
執
行
委
員
長
の

力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
藤
森
健
二（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
飯
山
圭
司（
再

任
）・
大
場
俊
平（
新
任
）・
北
村
優

幸（
新
任
）　

書
記
長
：
岡
本
金
樹（
新
任
）

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
米
子
地
方
本
部
は
、

8
月
22
日（
金
）米
子
市
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
第
35
回
定
期
米
子
地

方
本
部
大
会
」を
開
催
し
、代
議

員
、執
行
部
、傍
聴
者
を
含
め
て
約

1
0
0
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
米
子
地
方
本
部
を
代
表

し
て
大
川
執
行
委
員
長
か
ら
①

安
全
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
②
組
織
の
充
実
と
強
化
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
③
25
春
闘
の

成
果
と
26
春
闘
に
向
け
て
④
政

治
闘
争
に
つ
い
て
⑤
地
本
費
の
導

入
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は
、

安
全
確
立
、要
員
需
給
、組
織
課

題
、26
春
闘
に
向
け
て
の
要
求
や
課

題
、各
種
業
務
課
題
な
ど
12
名
の
代

議
員
か
ら
42
項
目
に
つい
て
積
極
的

な
発
言
が
あ
り
熱
い
議
論
を
交
わ

し
た
。

　

そ
の
後
、
亀
山
書
記
長
の
集
約

答
弁
が
あ
り
、
役
員
改
正
で
は
新

た
に
亀
山
執
行
委
員
長
、
徳
永
副

執
行
委
員
長
、
鶴
石
書
記
長
を
選

出
し
、最
後
に
亀
山
執
行
委
員
長
の

力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
亀
山
泰
孝（
新
任
）

副
執
行
委
員
長
：
高
真
靖
幸（
再

任
）・
徳
永
一
浩（
新
任
）　

書
記
長
：
鶴
石
貢（
新
任
）

 　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
福
知
山
地
方
本
部

は
、8
月
23
日（
土
）ホ
テ
ルロ
イ
ヤ
ル

ヒ
ル
福
知
山
に
お
い
て
、「
第
35
回
定

期
福
知
山
地
方
本
部
大
会
」を
開

催
し
、代
議
員
、執
行
部
、来
賓
を
含

め
て
約
70
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
福
知
山
地
方
本
部
を
代

表
し
て
野
垣
執
行
委
員
長
か
ら
①

安
全
の
確
立
に
向
け
て
②
総
合
労

働
協
約
改
訂・26
春
闘
と
大
阪
関

西
万
博
の
成
果
に
対
す
る
一
時
金

獲
得
に
向
け
て
③
政
治
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
④
共
済
と
世
話
役
活

動
に
つい
て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は

10
名
の
代
議
員
か
ら
安
全
、大
阪

関
西
万
博
と
中
期
経
営
計
画
の
成

果
に
対
す
る
一
時
金
、26
春
闘
、労

働
協
約
改
訂
交
渉
、冬
季
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
業
務
課
題
、組
織
の

課
題
な
ど
33
項
目
の
発
言
が
あ
り

議
論
を
交
わ
し
た
。

　

役
員
改
正
で
は
新
た
に
尾
﨑
執

行
委
員
長
、小
森
副
執
行
委
員
長
、

田
里
書
記
長
を
選
出
し
、最
後
に
尾

﨑
執
行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
尾
﨑
裕
介（
新
任
）

副
執
行
委
員
長
：
内
藤
英
人（
再

任
）・
小
森
賢
一（
新
任
）　

書
記
長
：
田
里
亮
人（
新
任
）

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
岡
山
地
方
本
部
は
、

８
月
23
日（
土
）オ
ル
ガ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、「
第
36
回
定
期
岡
山
地
方
本

部
大
会
を
開
催
し
、代
議
員
、執
行

部
、傍
聴
含
め
て
約
1
3
0
名
が
集

結
し
た
。

　

初
め
に
岡
山
地
方
本
部
を
代
表

し
て
堂
屋
敷
執
行
委
員
長
か
ら
①

安
全
の
確
立
に
向
け
て
②
組
織
課

題
に
つい
て
③
現
場
の
実
態
に
つい
て

④
カ
ス
タ
マ
ー
ハラ
ス
メ
ン
ト
に
つい
て

⑤
政
治
政
策
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は

安
全
問
題
、組
織
の
充
実
、新
た
な

賃
金
昇
進
制
度
、各
種
業
務
課
題
、

手
当
の
新
設・支
給
拡
大
、自
然

災
害
へ
の
対
応
、熱
中
症
対
策
、

選
挙
対
応
な
ど
13
名
の
代
議
員

か
ら
37
項
目
に
つい
て
積
極
的
な

発
言
が
あ
り
、熱
い
議
論
を
交
わ

し
た
。　

　

そ
の
後
、今
井
書
記
長
の
総

括
答
弁
が
あ
り
、役
員
改
正
で

は
新
た
に
今
井
副
執
行
委
員

長・川
西
副
執
行
委
員
長
、沖
畠

書
記
長
を
選
出
し
、最
後
に
堂

屋
敷
執
行
委
員
長
に
よ
る
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
堂
屋
敷
光（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
今
井
新
市（
新

任
）・
川
西
義
之（
新
任
）・
吹
抜
龍

也（
再
任
）　

書
記
長
：
沖
畠
裕
章（
新
任
）

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
本
社
総
支
部
は
、8

月
24
日（
日
）Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
北
梅
田
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
第
33
回
定

期
本
社
総
支
部
大
会
」を
開
催
し
、

代
議
員
、執
行
部
、傍
聴
者
を
含
め

て
約
1
0
0
名
が
集
結
し
た
。

　

初
め
に
本
社
総
支
部
を
代
表
し

て
大
西
執
行
委
員
長
か
ら
①
安
全

確
立
に
向
け
て
②
総
合
労
働
協

約・26
春
闘
に
向
け
て
③
業
務
課

題
に
つ
い
て
④
組
織
の
充
実・強
化

に
つ
い
て
⑤
政
治
に
つ
い
て
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

執
行
部
よ
り
24
年
度
経
過
報

告
、25
年
度
運
動
方
針（
案
）に
つい

て
提
起
が
あ
り
、全
体
質
疑
で
は
、

12
名
の
代
議
員
か
ら
病
院・医
療

に
係
る
課
題
、間
接
部
門
の
働
き

方
、手
当
の
支
給
拡
大
、各
種
制

度
の
改
善
、組
合
活
動
の
あ
り
方

な
ど
22
項
目
に
つ
い
て
積
極
的
な

発
言
が
あ
り
熱
い
議
論
を
交
わ
し

た
。

　

そ
の
後
、藤
田
書
記
長
の
総
括

答
弁
が
あ
り
、全
て
の
議
事
が
満

場
一致
で
承
認
さ
れ
、最
後
に
大
西

執
行
委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

〈
新
三
役
〉

執
行
委
員
長
：
大
西
広
紀（
再
任
）

副
執
行
委
員
長
：
北
健
志（
再
任
）・

野
口
敬
太（
再
任
）　

書
記
長
：
藤
田
祐
也（
再
任
）

地本、総支部が定期大会を開催地本、総支部が定期大会を開催地本、総支部が定期大会を開催地本、総支部が定期大会を開催
向
こ
う
1
年
間
の
方
針
を
決
定
‼

 

神
戸
地
方
本
部

大
阪
地
方
本
部

金
沢
地
方
本
部

福
知
山
地
方
本
部

本
社
総
支
部

京
都
地
方
本
部

米
子
地
方
本
部

岡
山
地
方
本
部


